
見
直
し
の
背
景
：
資
本
フ
ロ
ア
の
意
義

　

現
行
の
バ
ー
ゼ
ル
合
意
で
は
、
信

用
リ
ス
ク
お
よ
び
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
バ
ー
ゼ
ル

Ⅰ
に
よ
る
所
要
自
己
資
本
額
に
一
定

の
掛
目
（
80
〜
95
％
）
を
か
け
た
水

準
が
、
内
部
モ
デ
ル
手
法
を
用
い
る

銀
行
の
所
要
自
己
資
本
額
の
下
限

（
フ
ロ
ア
）
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅰ
か
ら
バ

ー
ゼ
ル
Ⅱ
へ
の
移
行
時
に
、
内
部
モ

デ
ル
手
法
を
採
用
す
る
銀
行
の
所
要

自
己
資
本
額
が
急
激
に
減
少
す
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅰ
に
基

づ
く
所
要
自
己
資
本
額
に
掛
目
を
乗

じ
た
額
が
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
の
内
部
モ
デ

ル
を
用
い
て
算
出
さ
れ
た
所
要
自
己

資
本
額
よ
り
大
き
い
場
合
、
両
者
の

差
額
を
８
％
で
除
し
て
（
す
な
わ
ち
、

差
額
を
12
・
５
倍
し
て
）
リ
ス
ク
・

ア
セ
ッ
ト
に
換
算
し
た
額
を
、
自
己

資
本
比
率
の
分
母
に
加
算
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
図
表
１
）。

　

バ
ー
ゼ
ル
委
は
、
こ
う
し
た
規
制

枠
組
み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
し

続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

◦
現
在
、
内
部
モ
デ
ル
手
法
に
は
、

バ
ー
ゼ
ル
Ⅰ
で
は
な
く
、
標
準
的
手

法
か
ら
移
行
す
る
こ
と
が
一
般
的
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
銀
行
に

対
し
て
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅰ
に
基
づ
く
リ

ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
を
算
出
す
る
た
め

に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
義
務

付
け
る
こ
と
は
合
理
的
で
は
な
い
。

●
現
行
の
資
本
フ
ロ
ア
は
、
各
国
に

実
施
の
差
異
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

バ
ー
ゼ
ル
Ⅰ
を
導
入
せ
ず
に
バ
ー
ゼ

ル
Ⅱ
Ⅲ
を
導
入
し
て
い
る
国
が
あ
る
。

●
バ
ー
ゼ
ル
２
・
５
や
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ

に
よ
っ
て
追
加
的
な
資
本
賦
課
が
導

２
０
１
４
年
12
月
22
日
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
バ
ー
ゼ
ル
委
）
か
ら
「
資
本
フ
ロ
ア
：
標
準
的
手
法

に
基
づ
く
枠
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
」（
注
１
）
と
題
す
る
市
中
協
議
文
書
が
公
表
さ
れ
た
（
コ
メ
ン
ト
期
限
は
、
15

年
３
月
27
日
）。
資
本
フ
ロ
ア
は
、
自
己
資
本
比
率
規
制
に
お
い
て
、
内
部
モ
デ
ル
手
法
を
採
用
す
る
銀
行
（
本

邦
で
は
、
大
半
の
国
際
統
一
基
準
行
の
ほ
か
、
10
先
強
の
国
内
基
準
行
が
該
当
）
が
算
出
す
る
所
要
自
己
資
本

額
に
対
し
て
下
限
（
フ
ロ
ア
）
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
見
直
し
の
背
景
と
提
案
の
要
点
を
解

説
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
意
見
は
す
べ
て
執
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
る
。

【
特
集
】
　バ
ー
ゼ
ル
規
制
改
革
、
最
終
ス
テ
ー
ジ
へ

リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
ば
ら
つ
き
を
抑
制
、
内
部
モ
デ
ル
に
内
在
す
る
危
険
に
対
処

標
準
的
手
法
に
基
づ
く

　資
本
フ
ロ
ア
導
入
に
関
す
る
市
中
協
議
文
書

金
融
庁  

総
務
企
画
局  

総
務
課  

国
際
室

　
　
　課
長
補
佐

　青
崎

　稔

日
本
銀
行  

金
融
機
構
局  

国
際
課

　
　企
画
役
補
佐

　中
久
木
　雅
之
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入
さ
れ
て
い
る
が
、
現
行
の
フ
ロ
ア

は
そ
れ
ら
を
捕
捉
し
て
い
な
い
。

●
現
在
、
バ
ー
ゼ
ル
委
は
標
準
的
手

法
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
現

行
の
フ
ロ
ア
に
は
こ
う
し
た
重
要
な

進
展
が
反
映
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
内
部
モ
デ
ル
手
法
に
よ
っ

て
算
出
さ
れ
る
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト

に
は
、
銀
行
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
み

ら
れ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
明
ら
か

に
な
り
、
バ
ー
ゼ
ル
委
で
は
リ
ス
ク

・
ア
セ
ッ
ト
算
出
の
信
頼
性
や
比
較

可
能
性
の
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

信
用
リ
ス
ク
の
内
部
モ
デ
ル
手
法
に

つ
い
て
は
、
銀
行
の
デ
フ
ォ
ル
ト
率

（
Ｐ
Ｄ
）
や
デ
フ
ォ
ル
ト
時
損
失
率

（
Ｌ
Ｇ
Ｄ
）
の
計
測
実
務
に
差
異
が

あ
り
、
算
出
さ
れ
る
リ
ス
ク
・
ア
セ

ッ
ト
の
額
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
結

果
、
自
己
資
本
比
率
で
最
大
４
パ
ー

セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
の
差
異
が
生
じ
る

と
の
調
査
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
（
注
２
）。

　

こ
の
た
め
、
バ
ー
ゼ
ル
委
が
13
年

７
月
に
公
表
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
ペ
ー
パ
ー
（「
規
制
枠
組
み
：

リ
ス
ク
感
応
度
、
簡
素
さ
、
比
較
可

能
性
の
バ
ラ
ン
ス
」）（
注
３
）
で
は
、

リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
ば
ら
つ
き
を

抑
制
し
、
内
部
モ
デ
ル
に
内
在
す
る

リ
ス
ク
に
対
処
す
る
観
点
か
ら
、
標

準
的
手
法
に
基
づ
く
資
本
フ
ロ
ア
の

導
入
を
検
討
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ

て
い
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
バ
ー
ゼ
ル

委
は
、
資
本
フ
ロ
ア
の
位
置
付
け
を
、

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
へ
の
移
行
措
置
か
ら
リ

ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
信
頼
性
や
比
較

可
能
性
に
関
す
る
疑
念
を
和
ら
げ
る

仕
組
み
に
転
換
す
る
も
の
と
し
て
検

討
を
行
っ
て
き
た
。
市
中
協
議
文
書

で
は
、
資
本
フ
ロ
ア
の
目
的
と
し
て

以
下
の
五
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
内
部
モ
デ
ル
手
法
に
よ
る
所
要
自

己
資
本
額
が
、
健
全
な（prudent

）

水
準
を
下
回
ら
な
い
こ
と
を
確
保
す

る●
内
部
モ
デ
ル
の
モ
デ
ル
・
リ
ス
ク

（
不
正
確
な
モ
デ
ル
設
定
、
測
定
誤

差
、
デ
ー
タ
制
約
、
構
造
的
変
化
等

に
起
因
）
を
軽
減
さ
せ
る 

●
銀
行
が
資
本
効
率
を
最
大
化
さ
せ

る
た
め
に
、
リ
ス
ク
量
が
過
少
に
算

出
さ
れ
る
内
部
モ
デ
ル
を
利
用
し
よ

う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
対
処

す
る

●
内
部
モ
デ
ル
手
法
と
標
準
的
手
法

の
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
比
較
可
能

性
を
向
上
さ
せ
る

●
銀
行
お
よ
び
監
督
当
局
の
実
務
の

差
異
か
ら
生
じ
る
モ
デ
ル
ベ
ー
ス
の

リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
ば
ら
つ
き
を

抑
制
す
る

市
中
協
議
文
書
の
提
案
：
選
択
肢
を
提
示

　

今
回
の
市
中
協
議
は
、
規
制
の
デ

ザ
イ
ン
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
規

制
の
水
準
（
資
本
フ
ロ
ア
の
掛
目
）

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
バ
ー
ゼ
ル
委

は
、
規
制
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
信
用
リ
ス
ク
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

リ
ス
ク
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ

ス
ク
に
係
る
標
準
的
手
法
の
見
直
し

作
業
、
資
本
規
制
の
簡
素
さ
・
比
較

可
能
性
・
リ
ス
ク
感
応
度
の
バ
ラ
ン

ス
、
定
量
的
影
響
度
調
査
（
Ｑ
Ｉ

Ｓ
）
の
結
果
等
を
ふ
ま
え
て
検
討
す

る
予
定
で
あ
り
、
規
制
の
水
準
お
よ

び
導
入
措
置
を
含
め
、
15
年
末
ご
ろ

を
メ
ド
に
最
終
化
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。

　

本
市
中
協
議
に
お
け
る
、
現
行
の

バ
ー
ゼ
ル
合
意
か
ら
の
最
も
大
き
な

変
更
点
は
、
資
本
フ
ロ
ア
の
参
照
基

準
を
現
行
の
バ
ー
ゼ
ル
Ⅰ
か
ら
標
準

〔図表１〕 現行のフロア計算のイメージ

バーゼルⅠに基づく

所要自己資本額に掛け目
（例：80％）をかけた資本額

（リスクアセット×８％×80％）

内部モデルに基づく
所要自己資本額

（リスクアセット×8％）

差額を 8％で除した額（＝差額×12.5）をリスクアセットに加算

（注） 　所要自己資本額の算出にあたっては、資本の控除項目、貸倒引当金を調整する必要があるが、上図では簡略化のため省
略している。
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的
手
法
に
変
更
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
論
点
が

あ
る
。

資
本
フ
ロ
ア
の
設
定
対
象

　

資
本
フ
ロ
ア
を
設
定
す
る
対
象
と

し
て
、
①
主
要
リ
ス
ク
・
カ
テ
ゴ
リ

ー
ご
と
（
信
用
リ
ス
ク
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
リ
ス
ク
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

・
リ
ス
ク
）、
②
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ

ト
総
額
、
の
二
つ
の
代
替
案
（
①
で

は
、
信
用
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
エ
ク

ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
類
型
ご
と
に
適
用

す
る
案
も
提
示
）
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。

　

①
の
方
法
は
、
主
要
リ
ス
ク
・
カ

テ
ゴ
リ
ー
間
で
の
相
殺
を
許
容
し
な

い
た
め
、
一
般
的
に
、
②
の
方
法
よ

り
も
資
本
フ
ロ
ア
に
抵
触
し
や
す
い
。

ま
た
、
銀
行
が
内
部
モ
デ
ル
方
式
を

一
部
の
リ
ス
ク
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
の

み
採
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
②
の

方
法
の
よ
う
に
他
の
主
要
リ
ス
ク
・

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
間
で
相
殺
を
許
容

し
な
い
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
他
方
で
、
②
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
わ
か
り
や
す
く
解
釈
が
簡
単

で
あ
る
と
の
利
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。引

当
金
の
取
扱
い

　

バ
ー
ゼ
ル
合
意
で
は
、
信
用
リ
ス

ク
に
お
い
て
、
内
部
モ
デ
ル
手
法
を

用
い
て
い
る
か
標
準
的
手
法
を
用
い

て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
対
象
と
す
る

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
連
し
た
引

当
金
を
自
己
資
本
に
算
入
・
控
除
す

る
ル
ー
ル
が
異
な
っ
て
い
る
（
図
表

２
）。

　

こ
の
た
め
、
バ
ー
ゼ
ル
委
は
、
市

中
協
議
文
書
に
お
い
て
、
引
当
金
の

取
扱
い
の
差
異
を
調
整
す
る
こ
と
に

よ
り
複
雑
性
が
増
す
こ
と
に
な
る
が
、

調
整
し
な
い
場
合
は
資
本
フ
ロ
ア
の

算
出
結
果
に
重
要
な
差
異
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
内
部
モ
デ
ル
手
法
と
標

準
的
手
法
の
引
当
金
の
取
扱
い
の
差

異
を
調
整
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
①
引
当
金
の
調

整
を
自
己
資
本
比
率
の
分
子
（
自
己

資
本
）
で
実
施
す
る
方
法
、
②
引
当

金
の
調
整
を
自
己
資
本
比
率
の
分
母

（
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
）
で
実
施
す

る
方
法
と
い
う
二
つ
の
代
替
案
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

標
準
的
手
法
の
選
択

　

バ
ー
ゼ
ル
合
意
に
は
、
二
つ
以
上

の
標
準
的
手
法
が
存
在
す
る
場
合

（
例
：
現
行
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

・
リ
ス
ク
）
や
各
国
裁
量
が
認
め
ら

れ
て
い
る
場
合
等
、
標
準
的
手
法
が

複
数
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
。
市
中

協
議
文
書
は
、
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
に

お
い
て
、
各
国
の
監
督
当
局
が
認
め

て
い
る
任
意
の
標
準
的
手
法
を
採
用

す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
。

　

バ
ー
ゼ
ル
委
は
、
各
国
の
監
督
当

局
が
認
め
て
い
る
任
意
の
標
準
的
手

法
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
に

よ
り
資
本
フ
ロ
ア
の
基
準
に
一
定
の

ば
ら
つ
き
を
も
た
ら
し
う
る
一
方
で
、

単
一
の
標
準
的
手
法
を
資
本
フ
ロ
ア

計
算
の
基
準
に
採
用
す
れ
ば
、
各
国

で
現
在
導
入
さ
れ
て
い
る
標
準
的
手

法
と
資
本
フ
ロ
ア
で
用
い
ら
れ
る
標

準
的
手
法
に
差
が
生
じ
て
し
ま
う
可

能
性
を
指
摘
し
、
こ
う
し
た
判
断
に

至
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

開
示

　

市
中
協
議
文
書
は
、
資
本
フ
ロ
ア

を
透
明
か
つ
頑
健
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
標
準
的
手
法
に
基
づ
き
計
算

さ
れ
る
資
本
フ
ロ
ア
の
影
響
を
開
示

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
資
本
フ

ロ
ア
に
関
す
る
開
示
の
詳
細
は
、
バ

ー
ゼ
ル
委
に
お
い
て
別
途
検
討
さ
れ

て
い
る
第
３
の
柱
（
市
場
規
律
）
の

見
直
し
の
一
環
と
し
て
、
今
後
、
検

討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
：
リ
ス
ク
測
定
手
法
改
定
と
の
連
動
性

　

本
市
中
協
議
文
書
の
公
表
に
よ
り
、

今
後
、
標
準
的
手
法
に
基
づ
く
資
本

〔図表２〕	 内部モデル手法と標準的手法における引当金の取扱い

内部モデル

引当金＞期待損失
内部モデル手法で算出される信用リス
ク・アセットの0.6％を上限として、
差額をTier 2に算入可能

引当金＜期待損失
差額を普通株式等Tier １（CET1）か
ら控除

標準的手法
標準的手法で算出される信用リスク・
アセットの1.25％を上限として、一
般貸倒引当金をTier 2に算入可能
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フ
ロ
ア
を
導
入
す
る
と
い
う
バ
ー
ゼ

ル
委
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
資
本
フ
ロ
ア
に
関
す
る
今

後
の
課
題
は
、
規
制
デ
ザ
イ
ン
の
詳

細
に
加
え
、
規
制
水
準
お
よ
び
導
入

時
期
に
関
す
る
検
討
に
あ
る
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
本
市
中
協
議
に
お

け
る
、
技
術
的
に
最
も
大
き
な
変
更

点
は
、
資
本
フ
ロ
ア
の
参
照
基
準
を

現
行
の
バ
ー
ゼ
ル
Ⅰ
か
ら
標
準
的
手

法
に
変
更
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
バ

ー
ゼ
ル
委
が
、
資
本
規
制
の
簡
素
さ

・
比
較
可
能
性
・
リ
ス
ク
感
応
度
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て

言
及
し
て
お
き
た
い
。

　

当
該
検
討
に
係
る
作
業
の
内
容
は
、

14
年
11
月
に
公
表
さ
れ
た
「
銀
行
の

規
制
資
本
比
率
計
測
に
お
け
る
過
度

な
ば
ら
つ
き
の
削
減
に
か
か
る
Ｇ
20

向
け
報
告
書
」（
注
４
）
に
お
い
て
示

さ
れ
て
お
り
、
資
本
フ
ロ
ア
の
あ
り

方
は
、
各
種
標
準
的
手
法
の
見
直
し

や
、
信
用
リ
ス
ク
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

リ
ス
ク
の
内
部
モ
デ
ル
手
法
の
見
直

し
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
の
導
入
、
開

示
の
強
化
と
い
っ
た
一
連
の
作
業
の

一
環
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
（
図
表
３
）。

　

今
後
、
バ
ー
ゼ
ル
委
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
一
連
の
作
業
の
進
捗
を
確

認
し
つ
つ
、
資
本
フ
ロ
ア
の
規
制
デ

ザ
イ
ン
の
詳
細
、
規
制
水
準
お
よ
び

導
入
時
期
を
巡
る
議
論
が
続
け
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
今
後
の
議
論

に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
の

改
訂
が
も
た
ら
す
複
合
的
な
影
響
や
、

個
別
の
規
制
相
互
の
整
合
性
に
つ
い

て
も
十
分
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

議
論
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
注
）１　

“C
apital floors: the design 

of a fram
ew

ork based on stan-
dardised approaches,” (http://
w

w
w.bis.org/publ/d306.pdf

）

２　

“A
nalysis of risk-w

eighted 
assets for credit risk in the 
banking book,” (http://w

w
w

.
bis.org/publ/bcbs256.pdf)

３　

“T
he regulatory fram

e-
w

ork: balancing risk sensitivi-
ty, sim

plicity and  com
parabili-

ty,” (http://w
w

w
.bis.org/publ/

bcbs258.pdf)

４　

“R
educing excessive vari-

ability in
 ban

ks’ regulatory 
capital ratios —

 A
 report to 

the G
20 —

,” (http://w
w

w
.bis.

org/bcbs/publ/d298.pdf)

あ
お
さ
き
　
み
の
る

一
橋
大
学
法
学
部
卒
、
コ
ー
ネ
ル
大

学
法
科
大
学
院
修
了
。
01
年
財
務
省

入
省
。
08
〜
10
年
金
融
庁
に
て
バ
ー

ゼ
ル
委
の
交
渉
を
担
当
。
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
等
を
経

て
、
14
年
か
ら
現
職
。

な
か
く
き
　
ま
さ
ゆ
き

東
京
工
業
大
学
大
学
院
社
会
理
工
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
00
年
日
本

銀
行
入
行
。
金
融
研
究
所
、
金
融
機

構
局
等
を
経
て
、
11
〜
14
年
金
融
庁

に
て
バ
ー
ゼ
ル
関
連
規
制
の
国
内
実

施
・
バ
ー
ゼ
ル
委
の
交
渉
を
担
当
。

14
年
か
ら
現
職
。

〔図表３〕	リスク・アセットのばらつきの問題に対処するためのバーゼル委の作業

政策対応

資本フロアの見直し
●  バーゼルⅡへの移行措置から、標準的手法に基

づく恒久的な資本フロアへ

標準的手法の見直し
●  信用リスク
●  マーケット・リスク
●  オペレーショナル・リスク

信用リスクの内部モデル
手法の見直し

●  パラメータ推計の制約
●  標準的手法との定義の整合性確保
●  内部モデル手法に関する詳細なガイダンス

マーケット・リスクの内
部モデル手法の見直し

●  内部モデルの整合性強化（ヒストリカル・デー
タ、相関関係、デフォルト・リスク・モデル）

レバレッジ比率の導入 ●  非リスク・ベースの補完的指標

開　示

開示の強化
●  銀行のリスク、リスク計測、リスク管理に関す

る開示の整合性の向上
●  追加的開示事項

継続的モニタリング

追加分析
●  リテール・中小企業
●  コミットメント

その他 ●  資本規制の枠組みの見直し
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